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取扱説明書
安全上のご注意

■表示内容を無視して誤った使い方をしたときに生じる危害や損害の程度を、
　次の表示で区分し、説明しています。

ここに示した注意事項は、守らないと人身事故や、家財の損害に結び付くものです。
安全に関する重要な内容ですので、必ず守ってください。

必ずお守りください

このような図記号は、製品の取扱いにおいて、その行為を禁止する
図記号です。

この図記号は、製品の取扱いにおいて、指示に基づく行為を強制する
図記号です。

■お守りいただく内容の種類を、次の絵表示で区分し、説明しています。

警告
注意

この表示の欄は「取扱いを誤った場合、使用者が死亡または重傷を負う
ことが想定される危害の程度」をいう。

この表示の欄は「取扱いを誤った場合、使用者が傷害を負うことが想定
されるか、または物的損害の発生が想定される危害・損害の程度」をいう。

分解・修理・改造は絶対にしないでくだ
さい。

感電、発火、ケガ、異常動作の原因になりま
す。故障と思われた時は、お買い上げの販売
店または、最寄りの弊社にご連絡ください。

分解禁止

1

警告

発熱により、火災の原因になることがありま
す。

スライドコンセントの表示容量（ワット）
を超える電気器具を使わないでください。

感電や火災の原因になることがあります。

スライドコンセントに水をかけないでく
ださい。

1200Wまで
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家電製品を使用する時は、必ずスライド
ボードを一杯まで引き出して、安定した
状態で使用してください。

家電製品を使用した後で収納庫内に収納する
場合は、家電製品が室温レベルに下がるまで
待ってから、収納してください。オーブンレ
ンジ、炊飯器、電気ポット、オーブントース
ター等の水蒸気や高温の熱がユニット内にこ
もり、ユニットの変形及び破損の原因になりま
す。また、水蒸気が家電製品のコンセントに
付着して、感電や故障の恐れがあります。
なお、オーブンレンジ等を収納する場合は、
壁に接する事がない様スライドボードの中央
に配置してください。過熱、火災の原因にな
ります。

指等をはさんだり、思わぬケガをする恐れが
あります。
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家電製品を使用する時は、必ずスライドボード
を一杯まで引き出して、安定した状態で使用し
てください。
家電製品を使用した後で収納庫内に収納する場合は、家
電製品が室温レベルに下がるまで待ってから、収納して
ください。オーブンレンジ、炊飯器、電気ポット、オー
ブントースター等の水蒸気や高温の熱がユニット内にこ
もり、ユニットの変形及び破損の原因になります。また、
水蒸気が家電製品のコンセントに付着して、感電や故障
の恐れがあります。
なお、オーブンレンジ等を収納する場合は、壁に接する
事がない様スライドボードの中央に配置してください。
過熱、火災の原因になります。
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ご相談窓口におけるお客様の個人情報のお取扱いについて

■弊社および弊社関係会社（以下「弊社」）は、お客様よりお知らせいただきましたお客様の氏名・住所等
　の個人情報（以下「個人情報」）を下記の通りお取扱いします。
　１．弊社は、お客様の個人情報を弊社製品のご相談への対応や修理およびその確認等に利用させていただ
　　　き、これらの目的のためにご相談内容の記録を残すことがあります。
　　　なお、修理やその確認業務を弊社の協力会社に委託する場合、法令に基づく義務の履行または権限の
　　　行使のために必要な場合、その他正当な理由がある場合を除き、弊社以外の第三者に個人情報を開示
　　　・提供いたしません。
　２．弊社は、お客様の個人情報を適切に管理します。
　３．お客様の個人情報に関するお問い合わせは、ご相談いただきましたご相談窓口にご連絡ください。

アフターサービスについて

■この取扱説明書をよくお読みの上、再度点検していただき、異常のあるとき、又はお気づきの点がござい
　ましたら、取付・設置店、販売店、又はトーヨーキッチンメンテナンスにお問い合わせください。

ご連絡して頂きたい内容
・ご氏名　・ご住所　・お電話番号　・お買い上げ日　・異常の内容　・品番

■製品の保証期間はお買い上げ後、取扱説明書に従って正常な使用状態において１年間です。

ホルムアルデヒド発散区分　　　内装仕上げ部分及び下地部分とも　　Ｆ☆☆☆☆
表示ルール　　　　　　　　　　「住宅部品表示ガイドライン」　キッチンバス工業会　表示指針による

ＶＯＣ放散性能　　　　　　　　４ＶＯＣ基準適合（木質建材）
表示ルール　　　　　　　　　　「住宅部品ＶＯＣ表示ガイドライン」による

※４ＶＯＣとは、トルエン・キシレン・エチルベンゼン・スチレンを示します。

14

取
扱
い
に
つ
い
て

!"

#$%&&'()*+,-./0123
45+6789:;<=>?@A<?B
CDE

FGHIJKLMNOPQRSTUNV

WX

YZ[+\]^
_`abcMdeHIfghijklmMHhnopqrOstu!t"#$MJ
%&"`a'()HJ*+HI,UNV

-./012345

WX

]^

6"`a"789,:D8;A<=>2?@ABCDE<1FG8HI
JKBLMCNOPQ+RSTM,UV

6"`a"789,:D8;A<=>2?@ABGQ8HIJKBLM
CNO:2E<1VWXQ+YZBLMCNOPQ.XQ+RSTM,UV

_ijklm[\]J*+^"bcp_gI`a"bcMd,Jef"d,6nM
%ghiIjkl,V

_6"min*+^Jijklm*+^o8JpqrppsHNOtu!^"'NV
%#$uJ%QRqr!,&Uptup'(HJijklm[\]Jp)osH*p
%pqr+psHjkl,V

,-./0+,-2J+9YZ[+\]^T8.?/01+[2=>?@A<?BCDE

,-./0234

5678129:;O<=.>R-?A
<@A9BCDATB@A<?BCDE

EFJGH"IJp!O6nRSTUNV

,
-
.
/
0
-
K
D
<6"LMN8JOP+,:D-/D<2Q+@R8ST;O

LMN'NV

6"LMN8JOP+,:D-/D<2UV-WX?@R8YZ;O
LMN'NV

_p[T,hkjbc"\"MJ&"]`a'()HJ*+HI,UNV



ご相談窓口におけるお客様の個人情報のお取扱いについて

■弊社および弊社関係会社（以下「弊社」）は、お客様よりお知らせいただきましたお客様の氏名・住所等
　の個人情報（以下「個人情報」）を下記の通りお取扱いします。
　１．弊社は、お客様の個人情報を弊社製品のご相談への対応や修理およびその確認等に利用させていただ
　　　き、これらの目的のためにご相談内容の記録を残すことがあります。
　　　なお、修理やその確認業務を弊社の協力会社に委託する場合、法令に基づく義務の履行または権限の
　　　行使のために必要な場合、その他正当な理由がある場合を除き、弊社以外の第三者に個人情報を開示
　　　・提供いたしません。
　２．弊社は、お客様の個人情報を適切に管理します。
　３．お客様の個人情報に関するお問い合わせは、ご相談いただきましたご相談窓口にご連絡ください。

アフターサービスについて

■この取扱説明書をよくお読みの上、再度点検していただき、異常のあるとき、又はお気づきの点がござい
　ましたら、取付・設置店、販売店、又はトーヨーキッチンメンテナンスにお問い合わせください。

ご連絡して頂きたい内容
・ご氏名　・ご住所　・お電話番号　・お買い上げ日　・異常の内容　・品番

■製品の保証期間はお買い上げ後、取扱説明書に従って正常な使用状態において１年間です。

ホルムアルデヒド発散区分　　　内装仕上げ部分及び下地部分とも　　Ｆ☆☆☆☆
表示ルール　　　　　　　　　　「住宅部品表示ガイドライン」　キッチンバス工業会　表示指針による

ＶＯＣ放散性能　　　　　　　　４ＶＯＣ基準適合（木質建材）
表示ルール　　　　　　　　　　「住宅部品ＶＯＣ表示ガイドライン」による

※４ＶＯＣとは、トルエン・キシレン・エチルベンゼン・スチレンを示します。

14

取
扱
い
に
つ
い
て

!"

#$%&&'()*+,-./0123
45+6789:;<=>?@A<?B
CDE

FGHIJKLMNOPQRSTUNV

WX

YZ[+\]^
_`abcMdeHIfghijklmMHhnopqrOstu!t"#$MJ
%&"`a'()HJ*+HI,UNV

-./012345

WX

]^

6"`a"789,:D8;A<=>2?@ABCDE<1FG8HI
JKBLMCNOPQ+RSTM,UV

6"`a"789,:D8;A<=>2?@ABGQ8HIJKBLM
CNO:2E<1VWXQ+YZBLMCNOPQ.XQ+RSTM,UV

_ijklm[\]J*+^"bcp_gI`a"bcMd,Jef"d,6nM
%ghiIjkl,V

_6"min*+^Jijklm*+^o8JpqrppsHNOtu!^"'NV
%#$uJ%QRqr!,&Uptup'(HJijklm[\]Jp)osH*p
%pqr+psHjkl,V

,-./0+,-2J+9YZ[+\]^T8.?/01+[2=>?@A<?BCDE

,-./0234

5678129:;O<=.>R-?A
<@A9BCDATB@A<?BCDE

EFJGH"IJp!O6nRSTUNV

,
-
.
/
0
-
K
D
<6"LMN8JOP+,:D-/D<2Q+@R8ST;O

LMN'NV

6"LMN8JOP+,:D-/D<2UV-WX?@R8YZ;O
LMN'NV

_p[T,hkjbc"\"MJ&"]`a'()HJ*+HI,UNV



取
付
・
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に
つ
い
て

注意

スライドドア収納庫は、必ず壁面に固定
してください。

ユニットは脚を軸にして起こしたり、引
きずらないでください。

取付・設置完了後は、引き戸のがたつき
や部品のゆるみが無いことを確認してく
ださい。

棚板を設置する時は、棚受け（ダボ）を
すきまの無いよう根元まで確実に差し込
んでください。

転倒して、ケガをする恐れがあります。 床を傷つけたり、ユニットが破損する恐れが
あります。

使用中に引き戸が落下して、ケガをする恐れ
があります。

棚板が外れ、収納物が落下して、ケガをする
恐れがあります。

側板 側板 側板

取付・設置前の確認

１　注文した製品が納入されているか確認してください。
２　壁面の取付位置に取付桟があることを確認してください。
３　MRT☆‐90(120)HBATS＊1の場合、指定位置に電源が壁出ししてあるか確認してください。（交流・
　　単相１００Ｖ　１２００Ｗ）
４　壁の直角・垂直・床の水平レベルを確認してください。
５　下記の天井高さがあることを確認してください。
　　　・ＡＦ仕様【Ｈ＝１００】の場合、2350mm以上（※ＩＮＯの場合、2360mm以上）
　　　・ＡＦ仕様【Ｈ＝１５０】の場合、2400mm以上（※ＩＮＯの場合、2410mm以上）
　　　・ＡＦ仕様【Ｈ＝２００】の場合、2460mm以上（※ＩＮＯ　ＡＦ　Ｓタイプの場合のみ）
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製品寸法図

※（　）内寸法は、Ｗ＝１２１８の場合を示す。
※［　］内寸法は、ＡＦ仕様【Ｈ＝１５０】の場合を示す。

※１　MRT☆‐90(120)HBATS＊1の場合のみ。
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■ＩＮＯの場合 ※イラストはＩＮＯ　ＡＦ　Ｆタイプの場合を示す。
※［　］内寸法は、ＡＦ仕様【Ｈ＝１５０／２００】の場合を示す。
　ＡＦ仕様【Ｈ＝２００】は、ＩＮＯ　ＡＦ　Ｓタイプの場合のみ。
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《 付属部品 》
・＋サラタッピンネジ３．５×１６　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　６本
・＋ナゲシネジ４．２×６０　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　９本
・＋ナゲシネジ３．８×３２　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　１４本
・ワッシャー　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　２３個
・ヘッドキャップカバー　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　２３個
・取説工説　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　１冊

■MRT1(5)DT‐90(120)＊＊＊＊＊＊＊の場合

《 脚 》
・アジャスター脚　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　６本
・＋バインドタッピンネジ４．０×１６　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　３６本

■MRTN‐90(120)＊＊＊＊＊＊＊　ＩＮＯ　ＡＦ　Ｓタイプの場合

ＩＮＯ　ＡＦ　Ｓタイプ
１台

ワッシャーヘッドタッピンネジ
　　　　　４．０×４０　・・・　４本

床保護プレートφ３０　・・・・　４枚
転倒防止部品　・・・・・・・・　４個

ユニット１セットにつき
・＋サラタッピンネジ４．０×４０
・ワッシャー
・ヘッドキャップカバー（グレイ）
　　　　Ｗ＝９００の場合　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　各８
　　　　Ｗ＝１２００の場合　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　各１２
・補助脚　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　１セット
※連結する場合、連結箇所の補助脚も同梱されています。

補助脚セット

補助脚　・・・・・　１本

アジャスター
　プレート　・・・　１個

Ｍ８セレート付きネジ
　　　　・・・・・　１本

ワッシャーヘッドタッピンネジ
　　　　　４．０×４０　・・・　１本

転倒防止部品　・・・・・・・・　１個

・＋サラタッピンネジ
　　　　４．０×１６　・・・・・・・　６本
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《 付属部品 》
・＋サラタッピンネジ３．５×１６　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　６本
・＋ナゲシネジ４．２×６０　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　９本
・＋ナゲシネジ３．８×３２　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　１４本
・ワッシャー　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　２３個
・ヘッドキャップカバー　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　２３個
・取説工説　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　１冊

■MRT1(5)DT‐90(120)＊＊＊＊＊＊＊の場合

《 脚 》
・アジャスター脚　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　６本
・＋バインドタッピンネジ４．０×１６　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　３６本

■MRTN‐90(120)＊＊＊＊＊＊＊　ＩＮＯ　ＡＦ　Ｓタイプの場合

ＩＮＯ　ＡＦ　Ｓタイプ
１台

ワッシャーヘッドタッピンネジ
　　　　　４．０×４０　・・・　４本

床保護プレートφ３０　・・・・　４枚
転倒防止部品　・・・・・・・・　４個

ユニット１セットにつき
・＋サラタッピンネジ４．０×４０
・ワッシャー
・ヘッドキャップカバー（グレイ）
　　　　Ｗ＝９００の場合　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　各８
　　　　Ｗ＝１２００の場合　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　各１２
・補助脚　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　１セット
※連結する場合、連結箇所の補助脚も同梱されています。

補助脚セット

補助脚　・・・・・　１本

アジャスター
　プレート　・・・　１個

Ｍ８セレート付きネジ
　　　　・・・・・　１本

ワッシャーヘッドタッピンネジ
　　　　　４．０×４０　・・・　１本

転倒防止部品　・・・・・・・・　１個

・＋サラタッピンネジ
　　　　４．０×１６　・・・・・・・　６本
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23

・下段ユニットには、それぞれ下記の部品が取付けられています。

■MRT☆‐90(120)HCATS＊1 ■MRT☆‐90(120)HBATS＊1

内装引出し（浅型）
４段

内装引出し（深型）
４段

内装引出しレール
ＲＬ各８本

スぺーサー
ＲＬ各２本

・＋サラタッピンネジ　・・・・・　３２本
　　　　３．５×１６
・＋バインド小ネジ　・・・・・・　１６本
　　　　Ｍ４×３０

・＋バインドタッピンネジ　・・・・　１２本
　　　　　３．５×１６
・＋サラタッピンネジ　・・・・・・・　８本
　　　　　３．５×１６
・＋バインド小ネジ　・・・・・・・　１０本
　　　　　Ｍ４×３０

スライドボード
２段

内装引出し（浅型）
２段

ステンレスワッシャー
６個

穴キャップ
１０個

スぺーサー
ＲＬ各１枚

内装引出しレール
ＲＬ各２本

スライドボードレール
４本
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23

・下段ユニットには、それぞれ下記の部品が取付けられています。

■MRT☆‐90(120)HCATS＊1 ■MRT☆‐90(120)HBATS＊1

内装引出し（浅型）
４段

内装引出し（深型）
４段

内装引出しレール
ＲＬ各８本

スぺーサー
ＲＬ各２本

・＋サラタッピンネジ　・・・・・　３２本
　　　　３．５×１６
・＋バインド小ネジ　・・・・・・　１６本
　　　　Ｍ４×３０

・＋バインドタッピンネジ　・・・・　１２本
　　　　　３．５×１６
・＋サラタッピンネジ　・・・・・・・　８本
　　　　　３．５×１６
・＋バインド小ネジ　・・・・・・・　１０本
　　　　　Ｍ４×３０

スライドボード
２段

内装引出し（浅型）
２段

ステンレスワッシャー
６個

穴キャップ
１０個

スぺーサー
ＲＬ各１枚

内装引出しレール
ＲＬ各２本

スライドボードレール
４本
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25

・コンクリート床、石床の場合、ＢＡＹ　ＡＦの取付位置にカールＰＣプラグを取付けます。
　ＢＡＹ　ＡＦの設置位置に固定用穴φ６深さ３５ｍｍをあけます。
　固定用穴にカールＰＣプラグ６×２５（市販品）を打ち込みます。

・ＢＡＹ　ＡＦの設置位置に、付属のワッシャーヘッドタッピンネジ４．０×４０にて転倒防止部品を床面
　に固定します。
※コンクリート床、石床の場合、床面にあけた固定用穴の位置に合わせて取付けます。

■転倒防止部品の取付け

カールＰＣプラグ
６×２５（市販品）

ＢＡＹ　ＡＦ固定用穴
　　φ６深さ３５ｍｍ

ワッシャーヘッドタッピンネジ
　　　　　　　４．０×４０

転倒防止部品

【MRT1(5)DT‐90(120)＊＊＊＊＊＊＊の場合】
■固定用穴あけ（※床固定にカールＰＣプラグを使用する場合）
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２．下段ユニットの設置、固定
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・コンクリート床、石床の場合、ＢＡＹ　ＡＦの取付位置にカールＰＣプラグを取付けます。
　ＢＡＹ　ＡＦの設置位置に固定用穴φ６深さ３５ｍｍをあけます。
　固定用穴にカールＰＣプラグ６×２５（市販品）を打ち込みます。

・ＢＡＹ　ＡＦの設置位置に、付属のワッシャーヘッドタッピンネジ４．０×４０にて転倒防止部品を床面
　に固定します。
※コンクリート床、石床の場合、床面にあけた固定用穴の位置に合わせて取付けます。

■転倒防止部品の取付け

カールＰＣプラグ
６×２５（市販品）

ＢＡＹ　ＡＦ固定用穴
　　φ６深さ３５ｍｍ

ワッシャーヘッドタッピンネジ
　　　　　　　４．０×４０

転倒防止部品

【MRT1(5)DT‐90(120)＊＊＊＊＊＊＊の場合】
■固定用穴あけ（※床固定にカールＰＣプラグを使用する場合）
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２．下段ユニットの設置、固定

◎ＢＡＹ
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・下段ユニットを裏返し、底板裏面の取付穴にアジャスターの取付穴を合わせ、＋バインドタッピンネジ
　４．０×１６にて固定します。

■アジャスターの取付け

アジャスター

下段ユニット

・アジャスターを転倒防止部品に差し込みながら床面に設置します。

■下段ユニットの設置

下段ユニット

アジャスター

転倒防止部品

取
付
・
設
置
に
つ
い
て

＋バインドタッピンネジ
　　　　　４．０×１６

（６本）

■レベル調整、ＢＡＹ　ＡＦの固定
・ＢＡＹ　ＡＦのアジャスト部分を回して、レベルを調整します。
　　■調整範囲　－０ｍｍ～＋１０ｍｍ
※アジャスト部分の固定穴は見えないよう内側へ向けて調整します。
・ＢＡＹ　ＡＦのアジャスト部分の固定穴から六角穴止めネジ（棒先）にて固定します。

Ａ部　レベル調整 Ａ部　固定

下段ユニット

Ａ部

固定穴

六角穴止めネジ（棒先）

アジャスト部分

27
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・下段ユニットを裏返し、底板裏面の取付穴にアジャスターの取付穴を合わせ、＋バインドタッピンネジ
　４．０×１６にて固定します。

■アジャスターの取付け

アジャスター

下段ユニット

・アジャスターを転倒防止部品に差し込みながら床面に設置します。

■下段ユニットの設置

下段ユニット

アジャスター

転倒防止部品

取
付
・
設
置
に
つ
い
て

＋バインドタッピンネジ
　　　　　４．０×１６

（６本）

■レベル調整、ＢＡＹ　ＡＦの固定
・ＢＡＹ　ＡＦのアジャスト部分を回して、レベルを調整します。
　　■調整範囲　－０ｍｍ～＋１０ｍｍ
※アジャスト部分の固定穴は見えないよう内側へ向けて調整します。
・ＢＡＹ　ＡＦのアジャスト部分の固定穴から六角穴止めネジ（棒先）にて固定します。

Ａ部　レベル調整 Ａ部　固定

下段ユニット

Ａ部

固定穴

六角穴止めネジ（棒先）

アジャスト部分

27
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カールＰＣプラグ
６×２５（市販品） ＩＮＯ　ＡＦ固定用穴

　φ６深さ３５ｍｍ

補助脚固定用穴
φ６深さ３５ｍｍ

■固定用穴あけ（※床固定にカールＰＣプラグを使用する場合）

取
付
・
設
置
に
つ
い
て
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【MRTN‐90(120)＊＊＊＊＊＊＊の場合】◎ＩＮＯ
◇ＩＮＯ　ＡＦ　Ｓタイプの場合

・コンクリート床、石床の場合、ＩＮＯ　ＡＦと補助脚の取付位置にカールＰＣプラグを取付けます。
　ＩＮＯ　ＡＦと補助脚の設置位置に固定用穴φ６深さ３５ｍｍをあけます。
　固定用穴にカールＰＣプラグ６×２５（市販品）を打ち込みます。
※壁に接する側のＩＮＯ　ＡＦ取付位置にはカールＰＣプラグの取付けは不要です。

《背面の壁に出巾木がない場合》 《背面の壁に出巾木がある場合》

《側面の壁に出巾木がない場合》 《側面の壁に出巾木がある場合》

ＩＮＯ　ＡＦ設置位置

5

0

5

17

0

0

0

17

ＩＮＯ　ＡＦＩＮＯ　ＡＦ

ＩＮＯ　ＡＦ ＩＮＯ　ＡＦ

出巾木

出巾木

［側面図］

［正面図］

・ＩＮＯ　ＡＦの設置位置に、床保護プレートφ３０を置き、その上から付属のワッシャーヘッドタッピン
　ネジ４．０×４０にて転倒防止部品を床面に固定します。
・補助脚の設置位置に、付属のワッシャーヘッドタッピンネジ４．０×４０にて転倒防止部品を床面に固定
　します。
※コンクリート床、石床の場合、床面にあけた固定用穴の位置に合わせて取付けます。
　壁に接する側は転倒防止部品を取付けず、床保護プレートφ３０のみ置きます。
・ＩＮＯ　ＡＦを転倒防止部品に差し込みながら床面に設置します。

■転倒防止部品の取付け、ＩＮＯ　ＡＦの設置

ワッシャーヘッドタッピンネジ
　　　　　　　４．０×４０

転倒防止部品

床保護プレート
　　　φ３０のみ
（※壁側の場合）

ＩＮＯ　ＡＦ

ワッシャー
ヘッドタッピンネジ
　　　４．０×４０

転倒防止部品

床保護プレート
　　　φ３０

取
付
・
設
置
に
つ
い
て

29



カールＰＣプラグ
６×２５（市販品） ＩＮＯ　ＡＦ固定用穴

　φ６深さ３５ｍｍ

補助脚固定用穴
φ６深さ３５ｍｍ

■固定用穴あけ（※床固定にカールＰＣプラグを使用する場合）

取
付
・
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置
に
つ
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て
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【MRTN‐90(120)＊＊＊＊＊＊＊の場合】◎ＩＮＯ
◇ＩＮＯ　ＡＦ　Ｓタイプの場合

・コンクリート床、石床の場合、ＩＮＯ　ＡＦと補助脚の取付位置にカールＰＣプラグを取付けます。
　ＩＮＯ　ＡＦと補助脚の設置位置に固定用穴φ６深さ３５ｍｍをあけます。
　固定用穴にカールＰＣプラグ６×２５（市販品）を打ち込みます。
※壁に接する側のＩＮＯ　ＡＦ取付位置にはカールＰＣプラグの取付けは不要です。

《背面の壁に出巾木がない場合》 《背面の壁に出巾木がある場合》

《側面の壁に出巾木がない場合》 《側面の壁に出巾木がある場合》

ＩＮＯ　ＡＦ設置位置

5

0

5

17

0

0

0

17

ＩＮＯ　ＡＦＩＮＯ　ＡＦ

ＩＮＯ　ＡＦ ＩＮＯ　ＡＦ

出巾木

出巾木

［側面図］

［正面図］

・ＩＮＯ　ＡＦの設置位置に、床保護プレートφ３０を置き、その上から付属のワッシャーヘッドタッピン
　ネジ４．０×４０にて転倒防止部品を床面に固定します。
・補助脚の設置位置に、付属のワッシャーヘッドタッピンネジ４．０×４０にて転倒防止部品を床面に固定
　します。
※コンクリート床、石床の場合、床面にあけた固定用穴の位置に合わせて取付けます。
　壁に接する側は転倒防止部品を取付けず、床保護プレートφ３０のみ置きます。
・ＩＮＯ　ＡＦを転倒防止部品に差し込みながら床面に設置します。

■転倒防止部品の取付け、ＩＮＯ　ＡＦの設置

ワッシャーヘッドタッピンネジ
　　　　　　　４．０×４０

転倒防止部品

床保護プレート
　　　φ３０のみ
（※壁側の場合）

ＩＮＯ　ＡＦ

ワッシャー
ヘッドタッピンネジ
　　　４．０×４０

転倒防止部品

床保護プレート
　　　φ３０
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■レベル調整、ＩＮＯ　ＡＦの固定
・ＩＮＯ　ＡＦのアジャスト部分を回して、レベルを調整します。
　　■調整範囲　－０ｍｍ～＋１０ｍｍ
※ＡＦ本体とアジャスト部分の形状が揃うように調整します。
・前側のＩＮＯ　ＡＦのアジャスト部分の固定穴から六角穴止めネジ（棒先）にて固定します。

Ａ部

Ａ部　レベル調整 Ａ部　固定

固定穴

・取付・設置の際に、ベースフレームがたるまないように、支持具で支えます。
　支持具はベースフレーム下で支え、７５０ｍｍピッチ以下になるように設置します。
※支持具は、取付・設置が全て終了したら取り外します。

支持具

ベースフレーム

水平器 ＩＮＯ　ＡＦ

ＡＦ本体

アジャスト部分
六角穴止めネジ（棒先）

30

■支持具の設置
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■底板スペーサーの取付け
・下段ユニットを裏向けて、底板裏面に底板
　スペーサーを取付けます。
　底板スペーサーの指定位置にφ４穴（６ヶ
　所）をあけます。
　底板スペーサーの背面は下段ユニット後端
　に揃え、側面は側板側面から５ｍｍ内側に
　くるように（連結する場合、側板側面に揃
　えて）置きます。
　＋サラタッピンネジ３．５×１６にて固定
　します。

55 〃〃 3535

前面

底板スペーサー取付位置［下段ユニット裏面］

0

前面

φ４穴（６ヶ所）

0
30

15

5 〃〃 4035 5〃〃 3540

φ４穴（６ヶ所） φ４穴（６ヶ所）

底板下面

底板スペーサー

下段ユニット

＋サラタッピンネジ
　　　３．５×１６

0
30

15

取
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《単独置きの場合》

《連結する場合》



■レベル調整、ＩＮＯ　ＡＦの固定
・ＩＮＯ　ＡＦのアジャスト部分を回して、レベルを調整します。
　　■調整範囲　－０ｍｍ～＋１０ｍｍ
※ＡＦ本体とアジャスト部分の形状が揃うように調整します。
・前側のＩＮＯ　ＡＦのアジャスト部分の固定穴から六角穴止めネジ（棒先）にて固定します。

Ａ部

Ａ部　レベル調整 Ａ部　固定

固定穴

・取付・設置の際に、ベースフレームがたるまないように、支持具で支えます。
　支持具はベースフレーム下で支え、７５０ｍｍピッチ以下になるように設置します。
※支持具は、取付・設置が全て終了したら取り外します。

支持具

ベースフレーム

水平器 ＩＮＯ　ＡＦ

ＡＦ本体

アジャスト部分
六角穴止めネジ（棒先）

30

■支持具の設置
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■底板スペーサーの取付け
・下段ユニットを裏向けて、底板裏面に底板
　スペーサーを取付けます。
　底板スペーサーの指定位置にφ４穴（６ヶ
　所）をあけます。
　底板スペーサーの背面は下段ユニット後端
　に揃え、側面は側板側面から５ｍｍ内側に
　くるように（連結する場合、側板側面に揃
　えて）置きます。
　＋サラタッピンネジ３．５×１６にて固定
　します。

55 〃〃 3535

前面

底板スペーサー取付位置［下段ユニット裏面］

0

前面

φ４穴（６ヶ所）

0
30

15

5 〃〃 4035 5〃〃 3540

φ４穴（６ヶ所） φ４穴（６ヶ所）

底板下面

底板スペーサー

下段ユニット

＋サラタッピンネジ
　　　３．５×１６

0
30

15
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《単独置きの場合》

《連結する場合》



32

〃
ユニットのセンターに取付けます

〃

23
1.
5

前面

補助脚取付位置［下段ユニット裏面］

・Ｍ８セレート付きネジを使用し、アジャスタープレートに補助脚を取付けます。
　下段ユニット裏面の指定位置（「補助脚取付位置」を参照）に補助脚を取付けます。
　アジャスタープレートの取付穴から、＋サラタッピンネジ４．０×１６にて固定します。

《単独置きの場合》

■補助脚の取付け

補助脚

アジャスタープレート

Ｍ８セレート付きネジ

底板スペーサー

補助脚

補助脚

下段ユニット

取
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置
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＋サラタッピンネジ
　　　４．０×１６

（６本）

《連結する場合》

〃
ユニットのセンターに取付けます

〃

前面

補助脚

〃
ユニットのセンターに取付けます

〃

23
1.
5

補助脚

ユニットの連結位置に取付けます

13
6.
5

95

補助脚取付位置［下段ユニット裏面］

底板スペーサー

補助脚

下段ユニット
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＋サラタッピンネジ
　　　４．０×１６

（６本）
＋サラタッピンネジ
　　　４．０×１６

（４本）



32

〃
ユニットのセンターに取付けます

〃

23
1.
5

前面

補助脚取付位置［下段ユニット裏面］

・Ｍ８セレート付きネジを使用し、アジャスタープレートに補助脚を取付けます。
　下段ユニット裏面の指定位置（「補助脚取付位置」を参照）に補助脚を取付けます。
　アジャスタープレートの取付穴から、＋サラタッピンネジ４．０×１６にて固定します。

《単独置きの場合》

■補助脚の取付け

補助脚

アジャスタープレート

Ｍ８セレート付きネジ

底板スペーサー

補助脚

補助脚

下段ユニット

取
付
・
設
置
に
つ
い
て

＋サラタッピンネジ
　　　４．０×１６

（６本）

《連結する場合》

〃
ユニットのセンターに取付けます

〃

前面

補助脚

〃
ユニットのセンターに取付けます

〃

23
1.
5

補助脚

ユニットの連結位置に取付けます

13
6.
5

95

補助脚取付位置［下段ユニット裏面］

底板スペーサー

補助脚

下段ユニット
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＋サラタッピンネジ
　　　４．０×１６

（６本）
＋サラタッピンネジ
　　　４．０×１６

（４本）



・ベースフレームの上に下段ユニットを設置します。
　補助脚を転倒防止部品に差し込みながら、下段ユニットに取付けた底板スペーサー外面とベースフレーム
　の角パイプ外面を揃えて設置します。
・補助脚のアジャスト部分を回して、レベルを調整します。
　　■調整範囲　－０ｍｍ～＋１０ｍｍ
・補助脚の固定穴（２ヶ所）から六角穴止めネジ（棒先）にて固定します。

■ユニットの設置、補助脚のレベル調整・固定

角パイプ

ベースフレーム

下段ユニット

補助脚

転倒防止部品

Ａ部　レベル調整 Ａ部　固定

固定穴アジャスト部分

六角穴止めネジ（棒先）

Ａ部

《単独置きの場合》

34
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Ａ部　ネジ固定

アジャスタープレート

《連結する場合》
・ユニットを連結する場合、下段ユニット側板の指定位置にユニット連結穴φ４をあけます。
　隣接する下段ユニットの側板前面を揃え、＋ナゲシネジ３．８×３２にワッシャーを通して、下段ユニッ
　ト側板から固定し、ヘッドキャップカバーを取付けます。
・補助脚のアジャスタープレートの残りの穴から＋サラタッピンネジ４．０×１６（２本）にて固定します。
・補助脚のレベルを調整し、固定します。（「単独置きの場合」を参照）

補助脚

転倒防止部品

Ａ部

下段ユニット

下段ユニット

φ４穴（４ヶ所）

80 80

80
80

ユニット連結位置

ヘッドキャップカバー

ワッシャー
＋ナゲシネジ３．８×３２
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＋サラタッピンネジ
　　　４．０×１６



・ベースフレームの上に下段ユニットを設置します。
　補助脚を転倒防止部品に差し込みながら、下段ユニットに取付けた底板スペーサー外面とベースフレーム
　の角パイプ外面を揃えて設置します。
・補助脚のアジャスト部分を回して、レベルを調整します。
　　■調整範囲　－０ｍｍ～＋１０ｍｍ
・補助脚の固定穴（２ヶ所）から六角穴止めネジ（棒先）にて固定します。

■ユニットの設置、補助脚のレベル調整・固定

角パイプ

ベースフレーム

下段ユニット

補助脚

転倒防止部品

Ａ部　レベル調整 Ａ部　固定

固定穴アジャスト部分

六角穴止めネジ（棒先）

Ａ部

《単独置きの場合》

34
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Ａ部　ネジ固定

アジャスタープレート

《連結する場合》
・ユニットを連結する場合、下段ユニット側板の指定位置にユニット連結穴φ４をあけます。
　隣接する下段ユニットの側板前面を揃え、＋ナゲシネジ３．８×３２にワッシャーを通して、下段ユニッ
　ト側板から固定し、ヘッドキャップカバーを取付けます。
・補助脚のアジャスタープレートの残りの穴から＋サラタッピンネジ４．０×１６（２本）にて固定します。
・補助脚のレベルを調整し、固定します。（「単独置きの場合」を参照）

補助脚

転倒防止部品

Ａ部

下段ユニット

下段ユニット

φ４穴（４ヶ所）

80 80

80
80

ユニット連結位置

ヘッドキャップカバー

ワッシャー
＋ナゲシネジ３．８×３２
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＋サラタッピンネジ
　　　４．０×１６



・下段ユニットをベースフレームの角パイプに固定します。
　底板スペーサー外面とベースフレームの角パイプ外面を揃えて、下段ユニット内側より底板の指定位置に
　φ３の下穴をあけ、＋サラタッピンネジ４．０×４０にワッシャーを通して固定し、ヘッドキャップカバ
　ーを取付けます。

下段ユニット固定位置［平面図］

■MRTN‐90＊＊＊＊＊＊＊

Ａ部詳細図

■MRTN‐120＊＊＊＊＊＊＊
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■下段ユニットの固定

下段ユニット

ヘッドキャップカバー

＋サラタッピンネジ
　　　４．０×４０
ワッシャー

Ａ部

側板

底板スペーサー

角パイプ

下段ユニット

36
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■スリット化粧板の取付け
※スリット化粧板を取付ける前に、ベースフレームの角パイプの表面をきれいに拭き取ってください。

■側面に壁がない（オープンになる）場合
・スリット化粧板（２４ｍｍ）をベースフレームの角パイプの奥行に合わせてカットします。
　スリット化粧板（２４ｍｍ）の両面テープのはく離紙を剥がし、ベースフレームの角パイプ前側の側面下
　端に合わせて貼り付けます。
・スリット化粧板（２４ｍｍ）をベースフレームの角パイプの間口と側面に貼り付けたスリット化粧板の厚
　みを合わせたサイズにカットします。
　スリット化粧板（２４ｍｍ）の両面テープのはく離紙を剥がし、ベースフレームの角パイプの前面下端に
　合わせて貼り付けます。

■側面に壁がくる場合
※ユニット側面に壁がくる場合、側面のスリット化粧板は不要です。
・ユニット側面の両側とも壁がくる場合、スリット化粧板（２４ｍｍ）を壁から壁のサイズにカットします。
・ユニット側面の片側のみ壁がくる場合、オープン側の側面に貼り付けたスリット化粧板の厚みを合わせた
　壁までのサイズにカットします。
　スリット化粧板（２４ｍｍ）の両面テープのはく離紙を剥がし、ベースフレームの角パイプの前面下端に
　合わせて貼り付けます。

※コーナー部分は間口方向が前面にくるように合わせてください。
※一度貼ったら剥がしにくいため、しっかりと位置出しを行ってから貼り付けてください。
　貼り付け後は、両面テープがしっかり貼り付くようにスリット化粧板を押さえてください。

スリット化粧板

下段ユニット

Ａ部
スリット化粧板

取
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・
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に
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て
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角パイプ

Ｂ部



・下段ユニットをベースフレームの角パイプに固定します。
　底板スペーサー外面とベースフレームの角パイプ外面を揃えて、下段ユニット内側より底板の指定位置に
　φ３の下穴をあけ、＋サラタッピンネジ４．０×４０にワッシャーを通して固定し、ヘッドキャップカバ
　ーを取付けます。

下段ユニット固定位置［平面図］

■MRTN‐90＊＊＊＊＊＊＊

Ａ部詳細図

■MRTN‐120＊＊＊＊＊＊＊
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■下段ユニットの固定

下段ユニット

ヘッドキャップカバー

＋サラタッピンネジ
　　　４．０×４０
ワッシャー

Ａ部

側板

底板スペーサー

角パイプ

下段ユニット
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■スリット化粧板の取付け
※スリット化粧板を取付ける前に、ベースフレームの角パイプの表面をきれいに拭き取ってください。

■側面に壁がない（オープンになる）場合
・スリット化粧板（２４ｍｍ）をベースフレームの角パイプの奥行に合わせてカットします。
　スリット化粧板（２４ｍｍ）の両面テープのはく離紙を剥がし、ベースフレームの角パイプ前側の側面下
　端に合わせて貼り付けます。
・スリット化粧板（２４ｍｍ）をベースフレームの角パイプの間口と側面に貼り付けたスリット化粧板の厚
　みを合わせたサイズにカットします。
　スリット化粧板（２４ｍｍ）の両面テープのはく離紙を剥がし、ベースフレームの角パイプの前面下端に
　合わせて貼り付けます。

■側面に壁がくる場合
※ユニット側面に壁がくる場合、側面のスリット化粧板は不要です。
・ユニット側面の両側とも壁がくる場合、スリット化粧板（２４ｍｍ）を壁から壁のサイズにカットします。
・ユニット側面の片側のみ壁がくる場合、オープン側の側面に貼り付けたスリット化粧板の厚みを合わせた
　壁までのサイズにカットします。
　スリット化粧板（２４ｍｍ）の両面テープのはく離紙を剥がし、ベースフレームの角パイプの前面下端に
　合わせて貼り付けます。

※コーナー部分は間口方向が前面にくるように合わせてください。
※一度貼ったら剥がしにくいため、しっかりと位置出しを行ってから貼り付けてください。
　貼り付け後は、両面テープがしっかり貼り付くようにスリット化粧板を押さえてください。

スリット化粧板

下段ユニット

Ａ部
スリット化粧板

取
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て
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角パイプ

Ｂ部



側板

スリット化粧板

下段ユニット
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38

《背面の壁に出巾木がない場合》 《背面の壁に出巾木がある場合》

《側面の壁に出巾木がない場合》 《側面の壁に出巾木がある場合》

《側面に壁がない（オープンになる）場合》

スリット化粧板納まり図

Ａ部詳細図

Ｂ部詳細図

Ａ部詳細図

・スリット化粧板を背面の壁までのばす。

・スリット化粧板を側面の壁までのばす。

・スリット化粧板をベースフレームの角パイプのコーナーに合わせる。

39
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◎ＩＮＯ 【MRTN‐90(120)＊＊＊＊＊＊＊の場合】
◇ＩＮＯ　ＡＦ　Ｆタイプの場合
■フレームＡＦの設置、レベル調整
・フレームＡＦを床面に設置します。
・フレームＡＦのアジャスターにてレベルを調整します。
　　■調整範囲　－１．５ｍｍ～＋１０ｍｍ
※両端のアジャスターは内側に穴がくるように調整します。

フレームＡＦ
穴（アジャスター）

フレームＡＦ設置位置

［側面図］

《背面の壁に出巾木がない場合》 《背面の壁に出巾木がある場合》

［正面図］

《側面の壁に出巾木がない場合》 《側面の壁に出巾木がある場合》

フレームＡＦ フレームＡＦ

フレームＡＦ フレームＡＦ

出巾木

出巾木

0

0

0

5 5

17

17

17



側板

スリット化粧板

下段ユニット
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38

《背面の壁に出巾木がない場合》 《背面の壁に出巾木がある場合》

《側面の壁に出巾木がない場合》 《側面の壁に出巾木がある場合》

《側面に壁がない（オープンになる）場合》

スリット化粧板納まり図

Ａ部詳細図

Ｂ部詳細図

Ａ部詳細図

・スリット化粧板を背面の壁までのばす。

・スリット化粧板を側面の壁までのばす。

・スリット化粧板をベースフレームの角パイプのコーナーに合わせる。

39
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◎ＩＮＯ 【MRTN‐90(120)＊＊＊＊＊＊＊の場合】
◇ＩＮＯ　ＡＦ　Ｆタイプの場合
■フレームＡＦの設置、レベル調整
・フレームＡＦを床面に設置します。
・フレームＡＦのアジャスターにてレベルを調整します。
　　■調整範囲　－１．５ｍｍ～＋１０ｍｍ
※両端のアジャスターは内側に穴がくるように調整します。

フレームＡＦ
穴（アジャスター）

フレームＡＦ設置位置

［側面図］

《背面の壁に出巾木がない場合》 《背面の壁に出巾木がある場合》

［正面図］

《側面の壁に出巾木がない場合》 《側面の壁に出巾木がある場合》

フレームＡＦ フレームＡＦ

フレームＡＦ フレームＡＦ

出巾木

出巾木

0

0

0

5 5

17

17

17
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41

《側面の壁に出巾木がある場合》《側面の壁に出巾木がない場合》

・スリット化粧板を側面の壁までのばす。

Ａ部詳細図

Ｂ部詳細図

・スリット化粧板を背面の壁までのばす。

《背面の壁に出巾木がない場合》 《背面の壁に出巾木がある場合》

フレームＡＦ

フレームＡＦ

スリット化粧板

スリット化粧板
高さスペーサー

スリット化粧板
スリット化粧板納まり図

Ａ部詳細図

・スリット化粧板を底板スペーサーのコーナーに合わせる。

《側面に壁がない（オープンになる）場合》

底板
スペーサー

Ａ部

Ｂ部
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《側面の壁に出巾木がある場合》《側面の壁に出巾木がない場合》

・スリット化粧板を側面の壁までのばす。

Ａ部詳細図

Ｂ部詳細図

・スリット化粧板を背面の壁までのばす。

《背面の壁に出巾木がない場合》 《背面の壁に出巾木がある場合》

フレームＡＦ

フレームＡＦ

スリット化粧板

スリット化粧板
高さスペーサー

スリット化粧板
スリット化粧板納まり図

Ａ部詳細図

・スリット化粧板を底板スペーサーのコーナーに合わせる。

《側面に壁がない（オープンになる）場合》

底板
スペーサー

Ａ部

Ｂ部
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◎ＣＯＲＥ 【MRTN‐90(120)＊＊＊＊＊＊＊の場合】
《単独置きの場合》
■底板スペーサーの取付け
・下段ユニットを裏返し、底板裏面の指定
　位置に＋サラタッピンネジ３．５×１６
　にて底板スペーサーを取付けます。

底板スペーサー取付位置

《背面の壁に出巾木がない場合》

《背面の壁に出巾木がある場合》

■ＣＯＲＥ　ＡＦ、アジャストパーツの取付け
・下段ユニット四隅にＣＯＲＥ　ＡＦを取
　付けます。
　底板スペーサーの外角に合わせて、＋バ
　インドタッピンネジ４．０×１６にてコ
　ーナー用脚（Ｓ）を取付けます。
・下段ユニット中央の指定位置に＋サラタ
　ッピンネジ４．０×１６にてアジャスト
　パーツを取付けます。
※アジャストパーツの組立てについては、
　２６ページ「アジャスターの取付け」を
　参照のこと。

アジャストパーツ取付位置

43

18 18

18
73
.5

下レール

底板裏面

18 18

73
.5

下レール

底板裏面

35

底板スペーサー

＋サラタッピンネジ
　　　３．５×１６

（各４本）

下段ユニット

底板裏面 下レール

CL

底板裏面

下レール

19
0

コーナー用脚（Ｓ）ネジ固定位置

印…ネジ固定位置

下段ユニット

下レール

＋バインドタッピンネジ
　　　　　４．０×１６

（各７本）

コーナー用脚
　　　（Ｓ）

底板裏面

＋サラタッピンネジ
　　　４．０×１６

（６本）

アジャストパーツ
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◎ＣＯＲＥ 【MRTN‐90(120)＊＊＊＊＊＊＊の場合】
《単独置きの場合》
■底板スペーサーの取付け
・下段ユニットを裏返し、底板裏面の指定
　位置に＋サラタッピンネジ３．５×１６
　にて底板スペーサーを取付けます。

底板スペーサー取付位置

《背面の壁に出巾木がない場合》

《背面の壁に出巾木がある場合》

■ＣＯＲＥ　ＡＦ、アジャストパーツの取付け
・下段ユニット四隅にＣＯＲＥ　ＡＦを取
　付けます。
　底板スペーサーの外角に合わせて、＋バ
　インドタッピンネジ４．０×１６にてコ
　ーナー用脚（Ｓ）を取付けます。
・下段ユニット中央の指定位置に＋サラタ
　ッピンネジ４．０×１６にてアジャスト
　パーツを取付けます。
※アジャストパーツの組立てについては、
　２６ページ「アジャスターの取付け」を
　参照のこと。

アジャストパーツ取付位置

43

18 18
18

73
.5

下レール

底板裏面

18 18

73
.5

下レール

底板裏面

35

底板スペーサー

＋サラタッピンネジ
　　　３．５×１６

（各４本）

下段ユニット

底板裏面 下レール

CL

底板裏面

下レール

19
0

コーナー用脚（Ｓ）ネジ固定位置

印…ネジ固定位置

下段ユニット

下レール

＋バインドタッピンネジ
　　　　　４．０×１６

（各７本）

コーナー用脚
　　　（Ｓ）

底板裏面

＋サラタッピンネジ
　　　４．０×１６

（６本）

アジャストパーツ
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《連結する場合》
■底板スペーサー、連結スペーサーの取付け
・下段ユニットを裏返し、ユニットを連結し
　ます。
　下段ユニット側板の指定位置にユニット連
　結穴φ４をあけます。
　隣接する下段ユニットの側板前面を揃え、
　＋ナゲシネジ３．８×３２にワッシャーを
　通して、下段ユニット側板から固定し、ヘ
　ッドキャップカバーを取付けます。
・下段ユニット底板裏面の指定位置に＋サラ
　タッピンネジ３．５×１６にて底板スペー
　サーを取付けます。
・下段ユニット底板裏面の連結部分の指定位
　置に＋サラタッピンネジ３．５×３５にて
　連結スペーサーを取付けます。

底板スペーサー、連結スペーサー取付位置

《背面の壁に出巾木がない場合》

《背面の壁に出巾木がある場合》

ユニット連結位置

44

18

18

18

73
.5

73
.5

39
.5

連結位置

底板裏面 底板裏面

下レール

18 18

73
.5

73
.5

39
.5

連結位置

底板裏面 底板裏面

下レール

35

80 80

80
80

φ４穴（４ヶ所）

＋サラタッピンネジ
　　　３．５×３５

（４本）

連結スペーサー
底板裏面

底板裏面

下レール

下段ユニット

ワッシャー

＋ナゲシネジ３．８×３２

ヘッドキャップカバー

底板スペーサー

＋サラタッピンネジ
　　　３．５×１６
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《連結する場合》
■底板スペーサー、連結スペーサーの取付け
・下段ユニットを裏返し、ユニットを連結し
　ます。
　下段ユニット側板の指定位置にユニット連
　結穴φ４をあけます。
　隣接する下段ユニットの側板前面を揃え、
　＋ナゲシネジ３．８×３２にワッシャーを
　通して、下段ユニット側板から固定し、ヘ
　ッドキャップカバーを取付けます。
・下段ユニット底板裏面の指定位置に＋サラ
　タッピンネジ３．５×１６にて底板スペー
　サーを取付けます。
・下段ユニット底板裏面の連結部分の指定位
　置に＋サラタッピンネジ３．５×３５にて
　連結スペーサーを取付けます。

底板スペーサー、連結スペーサー取付位置

《背面の壁に出巾木がない場合》

《背面の壁に出巾木がある場合》

ユニット連結位置

44

18

18

18

73
.5

73
.5

39
.5

連結位置

底板裏面 底板裏面

下レール

18 18

73
.5

73
.5

39
.5

連結位置

底板裏面 底板裏面

下レール

35

80 80

80
80

φ４穴（４ヶ所）

＋サラタッピンネジ
　　　３．５×３５

（４本）

連結スペーサー
底板裏面

底板裏面

下レール

下段ユニット

ワッシャー

＋ナゲシネジ３．８×３２

ヘッドキャップカバー

底板スペーサー

＋サラタッピンネジ
　　　３．５×１６
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３．電源コード取出用の穴開け、スぺーサーの取付け

【MRT☆‐90(120)HBATS＊1の場合】
・下段ユニット背板の指定位置に電源コード取出穴φ２０をあけます。（図１）
・事前に壁出ししておいた電源コードを下段ユニット背板の電源コード取出穴からユニット内に引き込み、
　スペーサーの背面からスライドコンセント取付穴へ通します。（図２）
※スペーサーはスライドコンセント取付穴が背板側にくるようにしてください。
・スライドコンセント取付穴から出ている電源コードは、スライドコンセントとのジョイントに必要な長さ
　を確保し、余分な電源コードは背板の電源コード取出穴へ戻してください。（図３）
・下段ユニットの中仕切の指定位置に＋バインド小ネジＭ４×３０にてスペーサーを取付けます。（図４）
※スペーサーを取付けるときに、電源コードがスペーサーと中仕切に挟まれて断線しないように注意してく
　ださい。
・スペーサーを取付けた穴を穴キャップにてふさいでください。（図４）

注意：スライドコンセントのコードと電源コードを接続する前に、スライドコンセントを
　　　スペーサーにはめ込まないでください。
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７．ユニットの壁面固定

スライドドア収納庫の取付・設置は、建築壁の構造を確かめて正しく行ってく
ださい。

転倒して、ケガをする恐れがあります。

取
付
・
設
置
に
つ
い
て

警
告

※ユニット本体を固定する前に、ユニットのレベル調整を必ず行ってください。
・ユニット内側から図に示す位置に下穴φ４．６～５．０をあけ、＋ナゲシネジ４．２×６０にワッシャー
　を通して、壁面に固定し、ヘッドキャップカバーを取付けます。
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アース付コンセントの取付け【電気工事】

【MRT☆‐90(120)HBATS＊1の場合】

電気工事は、関連する法令・規程に従って必ず「有資格者」が行ってください。

火災、感電の原因になることがあります。

警
告

※アース付家電製品をご使用になる場合は、別途アース付コンセントを設置してください。
・事前にコンセント取付位置付近にアース付電源コードを壁出ししておきます。
・コンセント取付位置付近の背板に電源コード取出穴φ１５をあけます。
・事前に壁出ししておいた電源コードをユニット内に引き込み、中仕切の指定位置（下図参照）に１５Ａ・
　２０Ａ兼用露出アースターミナル付接地コンセント２０Ａ　１２５Ｖを取付けます。
・電源コードのたるんでいる部分を配線押さえにて固定してください。
※イラストは、スライド収納庫の右側の中仕切の場合を示しますが、左右どちらでも取付け可能です。
　使用用途に合わせて取付けてください。
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取付・設置後の確認

取付・設置後の点検・清掃

・引き戸の目地を確認してください。
・上下部ローラーが上下レールにはまっているか確認してください。
・引き戸の開閉具合を確認してください。

１　「安全上のご注意」および説明書の内容通り取付・設置されているかを点検し、異常の無いことを確か
　　めてください。
２　表面の汚れ、ほこりを拭き取りながら、傷等の損傷が無いか調べてください。

ホルムアルデヒド発散区分

表示ルール

製造番号

ホルムアルデヒド発散材料区分詳細

ＶＯＣ放散性能

表示ルール

内装仕上げ部分及び下地部分とも Ｆ☆☆☆☆

「住宅部品表示ガイドライン」
キッチンバス工業会　表示指針による

本体に貼り付けの検査証をご確認ください

化粧パネル（ＰＢ）
ＭＤＦ
合　板
接着剤

Ｆ☆☆☆☆

Ｆ☆☆☆☆
Ｆ☆☆☆☆
Ｆ☆☆☆☆

４ＶＯＣ基準適合（木質建材）

「住宅部品ＶＯＣ表示ガイドライン」による

※４ＶＯＣとは、トルエン・キシレン・エチルベンゼン・スチレンを示します。

P9WP-TRS154
21.10www.toyokitchen.co.jp 〒107-0062　東京都港区南青山3-16-3

トーヨーキッチンホームページのオンラインショップ「SHOP TOYO KITCHEN」でオプションパーツをご購入いただけます。
詳しくは、store.toyokitchen.co.jpをご覧ください。

トーヨーキッチンスタイルカスタマーサービス  https://www.toyokitchen.co.jp/ja/maintenance/

お問い合わせ先

ＴＥＬ　050 - 3852 - 2392〈受付時間　平日9 : 00～18 : 00（※土・日・祝日・夏期・年末年始は除く）〉 
メール　tks@toyo1.toyokitchen.co.jp
ＦＡＸ　0575 - 23 - 1262

トーヨーキッチンスタイルカスタマーサービスでは、保証期間内、経過後のメンテナンスやパーツの販売を承ります。

スマートフォンからでも
修理／メンテナンスの
依頼ができます。

アクセスはこちらから　→


